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研究成果の概要（和文）：　八坂神社では、八坂神社に所蔵される古文書・古記録の原本調査を研究代表者・研
究分担者がその一員として加わる八坂神社文書編纂委員会と協力しておこなった。具体的には、まず、これまで
まったく公にはされてこなかった明治時代以降の「社務日記」の調査をおこなった。また、江戸時代以降の祇園
社役者であった狛氏の手になる記録「万覚日記」の翻刻作業と刊行をすすめた。
　いっぽう、清水寺でも、研究代表者・研究分担者がその一員として加わる清水寺史編纂委員会と協力して、清
水寺に所蔵される古文書・古記録および絵画史料の調査・研究をおこなうとともに、『清水寺成就院日記』の翻
刻作業と刊行をすすめた。 

研究成果の概要（英文）：　At Yasaka Shrine, we conducted a survey of the originals of ancient 
documents and records held at Yasaka Shrine in cooperation with the Yasaka Shrine Documents 
Compilation Committee, in which the research representative and co-investigators are members. 
Specifically, I first investigated the ``company affairs diaries'' from the Meiji period onwards, 
which had not been made public until now. In addition, he promoted the transcription work and 
publication of the record "Mankaku Nikki" written by Mr. Koma, who was an actor at Gion shrine after
 the Edo period.On the other hand, Kiyomizu-dera also cooperated with the Kiyomizu-dera History 
Compilation Committee, in which the principal investigator and co-investigators are members, to 
investigate and research the ancient documents, records, and historical materials of paintings held 
at Kiyomizu-dera. He recommended the reprinting and publication of Jojuin Nikki.

研究分野：日本中世史

キーワード： 八坂神社　清水寺　鴨川　祇園社　成就院　東山
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究によって八坂神社・清水寺所蔵の古文書・古記録および絵画史料の概要が把握できるようになったこと
は、当該寺社の歴史を解明するための基盤がととのえられたことを意味する。と同時に、八坂神社・清水寺が所
在する鴨東地域・東山地域の開発とその歴史的過程をあきらかにしていくための基盤がととのえられたことを意
味する。
　そして、それら史料の一部を刊行することができたことは、今後の歴史研究に資するという学術的な意義のみ
ならず、それを手にすることによって一般の人びとにも八坂神社・清水寺の歴史に対する関心を喚起するという
社会的意義をもつと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
研究代表者は、これまで日本中世・近世の都市のうち、おもに京都をフィールドとして、その
都市社会についての研究をおこなってきた。研究代表者がおもに対象としてきたのは、中世、京
中（洛中）とよばれた都市の中心市街地とその周辺を示す洛外といった、きわめて限定された地
域（いわゆる洛中洛外）であった。これは、中世、とりわけ戦国期の京都の中心市街である京中
（洛中、上京と下京）が惣構とよばれる城塞のごとき施設にとり囲まれるという空間的なありか
たに起因したものだが、研究代表者は、そのかぎられた都市空間のなかで展開されたさまざまな
社会的・文化的事象などについて検討を加え、研究をすすめてきた。 
 そうした研究をつづけていくなかでうきぼりとなってきたのが、中世から近世にかけて、とり
わけ豊臣秀吉の時代以降、洛外やそれより外側である郊外における開発とそこへの都市社会の
拡大が顕著にみられるということである。とくに鴨川より東側の鴨東地域と東山地域のうち、四
条通りから五条通り（現、松原通り）の区間における開発とその変貌は前代とは一線を画するも
のになっていったということがしだいにうかがえるようになった。ところが、開発がおこなわれ、
変貌したという事実自体はうかがうことができても、その実態や歴史的な過程を説明するとな
ると、それを具体的に裏づけることのできる史料に欠けるといった大きな問題もあきらかとな
ってきた。そのようななか、２０１３年度～２０１５年度にかかる科研費・基盤研究（Ｃ）「日
本中世・近世寺社古記録成立に関する基礎的研究」の調査・研究の一環としてとりくんできた八
坂神社（祇園社）所蔵の古文書・古記録の調査の過程で、本研究の研究分担者より、これまで知
られてこなかった鴨東地域・東山地域のうち、四条通りの延長線上に所在する八坂神社領につい
て中世から近世にかけて開発状況を知りうる史料（古文書・古記録および絵図などの絵画史料）
の存在を教示された。また、同じく鴨東地域・東山地域で五条通り（現、松原通り）の延長線上
に中世以来所在する清水寺にも同系統の史料が存在する旨の情報が示されると同時に、それら
が未公表・未整理の状況にあるとの情報も得ることになり、さらなる研究の進展がのぞまれたこ
とが背景となった。 
 
２．研究の目的 
 
 四条通りの延長線上に所在する八坂神社、そして五条通り（現、松原通り）の延長線上に所在
する清水寺など、中世以来、鴨東地域・東山地域に所在する神社・寺院が所蔵する古文書・古記
録および絵画史料の調査・研究が、研究史をかんがみても急務かつ不可欠である。本研究では、
研究代表者・研究分担者が共同して、八坂神社所蔵の古文書・古記録および絵画史料の調査・研
究を継続していくとともに、清水寺所蔵の古文書・古記録および絵画史料へと調査・研究を拡大
していくことをとおして、当該地域の開発の実態ならびにその歴史的過程についてあきらかに
していくことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
日本中世都市の郊外が近世にかけてどのようにして開発され、都市社会のなかに組み込まれ
ていったのか、その実態ならびに歴史的過程をあきらかにするため、京都の東部郊外、鴨東地域
ならびに東山地域に中世以来所在する八坂神社・清水寺などが所蔵する古文書・古記録および絵
画史料の調査・研究をおこなった。具体的な調査・検討項目は、次のものである。 
 
（ア）八坂神社に所蔵される古文書・古記録・絵図など絵画史料の原本調査  
（イ）清水寺に所蔵される古文書・古記録および絵画史料の原本調査 
（ウ）以上の調査・研究の結果、抽出・整理した史料（古文書・古記録および絵画史料）の横断 
  的・相互的な検討 
 
４．研究成果 
 
（１）八坂神社所蔵史料の調査・研究について 
  八坂神社に所蔵される古文書・古記録および絵画史料の調査・写真撮影・整理作業を研究代
表者・研究分担者も所属する八坂神社文書編纂委員会と協力しつつすすめた。まず、古文書・
古記録全般については、すでに重要文化財に指定されているものにつづき、追加の指定を申
請するための基礎的な作業として編年整理と目録作成をおこなった。また、絵図・地図など
の絵画史料の調査・写真撮影をおこなった。さらには、明治以降に書きつがれてきた社務日
誌の調査・写真撮影をおこなうとともに、祇園社役者である狛氏の日記を『八坂神社日記 
万覚日記１』として刊行することができた。 
 



（２）八坂神社と直接関係しつつも、社外に所蔵される史料の調査・研究について 
  近世の祇園社御旅所と深いかかわりをもつ家として大和家がある。そのことは八坂神社所
蔵の古文書や古記録から知ることができていたが、そのご子孫が京都錦天満宮の宮司職を
つとめられていることがあきらかとなり、大和家の承諾のもと、大和家所蔵の古文書・古記
録の調査・写真撮影をおこない、研究分担者が編纂委員として所属する大和家文書編纂委員
会が『大和家文書』として刊行することができた。 
 
（３）清水寺所蔵の史料の調査・研究について 
  清水寺には近世成就院の役人としてつかえた人びとが書き残した古記録である『成就院 
日記』が幕末にいたるまで残されている。その翻刻作業と史料集としての刊行作業を研究代
表者・研究分担者も所属する清水寺史編纂委員会と協力しつつすすめた。その成果の一部を
『清水寺成就院日記』第 4巻、第 5巻、第 6巻、第 7巻として刊行することができた。 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
河内将芳 34
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
永禄十一年上洛時における織田信長の宿所について

戦国史研究 23～24

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
河内将芳 84
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
秀吉生母大政所の病と畿内近国の寺社

奈良歴史研究 1～16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
河内将芳 93
 １．著者名



2023年

〔学会発表〕　計8件（うち招待講演　7件／うち国際学会　0件）

2021年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

奈良歴史研究会（招待講演）

学士会午餐会（招待講演）

大内氏遺跡指定６０周年記念講演会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

秀吉生母大政所の病と畿内近国の寺社

明智光秀の知られざる実像

京都の祇園祭と山口の祇園祭

河内将芳

河内将芳

河内将芳

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
シンポジウム　コメント

日本史研究 51～57

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
河内将芳 726
 １．著者名



2019年

2019年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

第17回石見国巡回講座（招待講演）

地方史研究協議会　2019年度　第70回（京都）大会（招待講演）

顕本法華宗教学研究所公開研究例会（招待講演）

2022年度日本史研究会大会全体会シンポジウム

下坂守

河内将芳

河内将芳

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

描かれた中・近世の京都

戦国仏教と京都

コメント

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

伝えられた祇園祭と鷺舞

河内将芳



2023年

〔図書〕　計14件

2021年

2022年

2021年

280

202

292

法藏館

戎光祥出版

吉川弘文館

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

河内将芳

河内将芳

日本史史料研究会監修、松園潤一朗編

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

改訂　祇園祭と戦国京都

大政所と北政所

室町・戦国時代の法の世界

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

都のまつり文化研究会（招待講演）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

河内将芳

 ４．発表年

 １．発表者名

室町・戦国時代の祇園会神輿渡御について



2021年

2021年

2020年

2020年

396

782

248

240

法藏館

法藏館

法蔵館

法蔵館
 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

清水寺史編纂委員会編

下坂守

河内将芳

河内将芳
 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

清水寺成就院日記　第6巻

近世祇園社の研究

室町時代の祇園祭

信長が見た戦国京都
 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ２．出版社



2020年

2020年

2019年

2019年

法蔵館
 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

思文閣出版

法蔵館

法蔵館

河内将芳

清水寺史編纂委員会

清水寺史編纂委員会

岩永てるみ・阪野智啓・髙岸輝・小島道裕編

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

416

144

392

408

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

清水寺成就院日記　第5巻
 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

「月次祭礼図屏風」の復元と研究

戦国仏教と京都

清水寺成就院日記　第4巻

 １．著者名



2022年

2023年

2023年

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

奈良大学・その他部局等・特別研究員

(34603)

224

311

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

研
究
分
担
者

下坂　守

(SHIMOSAKA Mamoru)

(10150038)

法蔵館

淡交社

法蔵館

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

清水寺史編纂委員会

河内将芳

八坂神社文書編纂委員会
 ４．発行年

 ４．発行年 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ４．発行年

410

清水寺成就院日記　第7巻

秀吉没後の豊臣と徳川

八坂神社日記　万覚日記1

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名



８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関


